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タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）が発表した２０１０年第１・四半期（１～３月）の実質国内総生産（ＧＤＰ）成長率は

昨年同期比＋１２．０％（速報値）となり、１９９５年第２四半期（同＋１２．３％）以来約１５年ぶりの高成長を記録しました。

輸出の好調および民間消費・民間投資の拡大が主な要因です。 
タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）は、２０１０年通年ＧＤＰ成長率予測を＋３．５～＋４．５％と発表していましたが、

中央銀行は、タイ政情不安の影響が限定的であるとして、新たなマイナス要因がなければ GDＰ予測を上方修正すると

述べています。 
 

産業 内容 

農林水産業 ・ パーム椰子、籾米、天然ゴムなどの主要作物生産が好調。天然ゴムは、タイヤ製造業における需要の増加が要因。２００９

年第１四半期以来のプラス成長となった。 

製造業 ・ 世界的な景気回復を背景とした輸出向け工業生産が好調。自動車・同部品、電子部品、電気製品、冷凍水産品、水産缶

詰、鉄鋼、ゴム・同部品などが好調。 

建設業 ・ 民間部門の建設（特に住宅、商業ビル）が上昇。建設資材の販売数量が増加。 

ホテル・レストラン業 ・ ２０１０年第１四半期の外国人観光客数は過去最高の４７０万人（前年同期比＋２８．４％）に達し、高成長を記録。しかし、

3 月には政情不安の影響を受け、観光客数の伸びの鈍化が見られた。 

金融 ・ 個人向けの貸付は引き続き拡大。特に住宅ローンと自動車ローンが好調。 
・ 法人向け融資は前年同期比▲６．５％と収縮したものの、前四半期の同▲８．３％からは改善。 
・ 貸出残高に対する不良債権（ＮＰＬ）比率は前四半期の２．６６％から２．５０％に低下。 

 
【部門別産業別生産伸び率】                   （前年同期比増減％、2010 年第１・四半期は速報値） 

  2008 年 2008 年 2009 年 2009 年 2010 年 

  
第 1・ 

四半期 

第 2・ 

四半期 

第 3・ 

四半期 

第 4・ 

四半期 

通年 第 1・ 

四半期 

第 2・ 

四半期 

第 3・ 

四半期 

第 4・ 

四半期 

通年 第 1・ 

四半期 

農林水産部門 4.6 8.1 3.3 0.0 3.5 2.7 ▲1.3 ▲1.5 ▲2.0 ▲0.5 0.2 

非農林水産業部門 6.6 5.0 2.9 ▲4.7 2.4 ▲8.0 ▲5.2 ▲2.8 7.0 ▲2.4 13.2 

  製造業 10.3 7.7 5.4 ▲6.8 3.9 ▲14.4 ▲8.7 ▲5.9 9.9 ▲5.1 22.8 

  建設業 0.3 ▲2.5 ▲6.4 ▲12.7 ▲5.3 ▲7.8 1.5 1.9 5.1 0.0 5.2 

  ホテル・レストラン業 10.1 6.1 0.3 ▲8.1 1.8 ▲7.0 ▲5.7 ▲2.5 13.6 ▲0.6 15.5 

  金融 9.4 8.2 6.5 4.0 7.0 2.5 5.3 4.8 6.8 4.8 7.3 

国内総生産（ＧＤＰ） 6.4 5.2 2.9 ▲4.2 2.5 ▲7.1 ▲4.9 ▲2.7 5.9 ▲2.2 12.0 

 


